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第　 1　問

平面上に△OABがあり，OA = 5，OB = 6，AB = 7を満たしている。s，tを実数と
し，点 Pを −→

OP = s
−→
OA+ t

−→
OBによって定める。次の問いに答えよ。

(1) △OABの面積を求めよ。

(2) s，tが s ≧ 0，t ≧ 0，1 ≦ s+ t ≦ 2を満たすとき，点 Pが存在しうる部分の面積
を求めよ。

(3) s，tが s ≧ 0，t ≧ 0，1 ≦ 2s+ t ≦ 2，s+ 3t ≦ 3を満たすとき，点 Pが存在しう
る部分の面積を求めよ。
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第　 2　問

xy 平面上に曲線 C : y = 2x2 − 3x+ 2 + (x− 2) x− 1 と直線 ℓ : y = ax− a+ 1が
ある。C と ℓで囲まれる部分の面積を S(a)とする。次の問いに答えよ。

(1) S(a)を求めよ。

(2) S(a)の最小値を求めよ。
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第　 3　問

数列 {an}に対し，

Sn =

n∑
k=1

ak, Tn =

n∑
k=1

a2k (n = 1, 2, 3, · · · )

とおく。すべての自然数 nに対して，an > 0および関係式

(3n2 + 3n− 1)Sn = 5Tn

が成り立つものとする。次の問いに答えよ。

(1) a1，a2，a3 を求めよ。

(2) 一般項 an を推測し，その推測が正しいことを数学的帰納法を用いて証明せよ。

— 4 — 横浜国立大学（文系）　 2006 年


